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今月のトピックス 

つしま学び講座 

 海東西 新四国八十八ヶ所巡り 

          津島編 その１ 

日  時 ５月２０日（日） 

     午前１０時（集合：９時４５分） 

集合場所 津島駅 総合案内所 

     （解散 現地） 

講  師 津島ガイドボランティア 

＊事前申込不要・無料 少雨決行 

 現在では忘れられていますが、旧海部郡及び名

古屋南部には、明治１９年に制定された八十八ヶ

寺があります。そのうち、津島市内には１３ヶ寺

があげられています。 

 ５月と６月の２回に分けて、１３ヶ寺のうち、

旧津島市内に存在する礼所を巡ります。 

金環日食を見よう！ 
パネル展のテーマでもある天文ショー。 

今月は２１日に金環日食が見られます。 

パネル展でご紹介している本とあわせてご覧ください。 

●『太陽は２３歳！？』 日江井榮二郎/著 岩波書店 444ヒ 

●『完全ガイド皆既日食』 武部俊一/著 朝日新聞出版 444.7 タ 

●『星ナビ』2012年４月号・５月号 アストロアーツ 

もうご利用いただきましたか？ インターネット予約 
図書館ホームページより、〈本を探す〉ボタンから検索画面へ移動できます。 

ご活用ください。 

＊雑誌や貸出中でない資料など、一部ご予約いただけないものもございます。 

 ご了承ください。 

パネル展示 

 2012 年は天文ラッシュ！ 
            （５月上旬より） 

 2012年は、天文観測の当たり年です。 

 定番の流星群や、月と惑星たちの接近はもちろ

ん、金環日食や金星の太陽面通過など、天文ファ

ンでなくても見てみたい！ 見逃せない！！ 

と思ってしまうような現象が目白押しです。 

 そんな今年の天文ショーの見どころを、わかり

やすく解説します。 

＊今年見られるおもな天文ショー＊ 

  ５／２１ 金環日食 

  ６／４  宵の部分月食 

  ６／６  金星の太陽面通過 

  ７／１５ 昼間の木星食 

  ８／１４ 夜明け前の金星食 



 
新 着 図 書 

『希望の地図』３.１１から始まる物語  重松清／著 幻冬舎 913.6/シ 

 

 
ベストリーダー 

 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.justmystage.com/home/toshokan/ 

休館日 

２２日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『歴史写真集 津島』第１輯 園田俊介/執筆・編集 

『プラチナデータ』東野圭吾/著 

『図解スマートフォン「超」活用法』野口悠紀雄/著 

『週刊ブックレビュー２０周年記念ブックガイド』 

           ＮＨＫサービスセンター/編集 

『はやく名探偵になりたい』東川篤哉/著 

『ノルウェイの森』村上春樹/著 

『くちびるに歌を』中田永一/著 

『海に降る』朱野帰子/著 

『民王』池井戸潤/著 

『こんなに使える酒粕のレシピ』栗山真由美/著 

← 明治～昭和初期の津島の風景を纏めた写真集。 

← 東野作品、またまた映像化。２０１３年公開予定の原作。 

← クラウドを使ったスマホ活用術を紹介。 

← 故・児玉清氏が司会を務めていた書評番組の  

２０年間を纏めました。 

← 謎ディナで話題を呼んだ著者の、烏賊川市シリーズ新刊。 

← 映画化されたベストセラー。映画のＤＶＤも入りました。 

← 本屋大賞ノミネート作。合唱部員たちの青春音楽小説。 

← 女性初の有人潜水艇パイロットを目指すヒロインを描いた、海洋冒険譚。 

← ある日総理大臣は、そのダメ息子と中身が入れ替わってしまい…。 

← 和洋中からスイーツまで、おいしい酒粕レシピ。 

 中学校でいじめに遭い、不登校になった光司は、震災から半年が経った

９月１１日、父親に連れられ、その友人でフリーライター・田村の、秋葉

原で行なわれている写真救済プロジェクトの取材に同行した。 

 作業を見、体験して、言葉にできない何かを感じた光司。田村に誘われ、

被災地を回り「『希望の地図』を描いている人たちに会う」というその後

の取材にも同行させてもらった。 

 そこで出会った人たちは、厳しいなかでも前を向き、未来へ向かって自

分の信じる生き方を貫いている人たちだった。 


